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研究成果概要 

 本研究は、神岡地下観測所での中性子フラックスを、実験グループの垣根を超えて理

解しようとする試みです。2019年度は、身内氏（神戸大学）が代表を務めるB11「ガス飛

跡検出器による方向に感度を持つ暗黒物質」の中で進めてきた研究を新規の研究計画と

して分離しました。そして、以下を行いました。 

① 3He比例計数管による神岡地下観測所での中性子測定を継続 

② 2台の3He比例計数管を新たに準備 

③ 液体シンチレーター検出器のアルファ線バックグラウンドの低減 

① は、Lab-Cで3He比例計数管による中性子フラックス測定を継続して行いました。さら

に、ハイパーカミオカンデサイトでの中性子フラックス測定（図１）を新たに行いま

した。また、これまでの3He比例係数管による測定結果について、国際会議で口頭発

表しました[1]。 

② は、2019年度は地上で2台の3He比例計数管の較正作業を進めました。2020年度は、①

で用いた3He比例計数管と合わせて、3台の3He比例計数管で神岡地下実験室の中性子

フラックスの長期測定を行う予定です。 

③ は、アルファ線イメージングセンサーによる測定から液体シンチレーター検出器の

PMT 用ガラス窓がアルファ線バックグラウンド源であることがわかりました。そこで

ガラス窓を石英窓に交換しました。また液体シンチレーターの再純化を行いました。

その結果、アルファ線バックグラウンドを図 2のように従来の約 1/3 のレベル（Bi-



Po 頻度で 1.3 mBq）まで低減することができました。そして、これらの成果を[2]、

[3]、[4]で、口頭発表を行いました。 
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図１ ハイパーカミオカンデサイトでの   図 2 液体シンチレーター検出器のアルファ線 

3He 比例計数管による中性子測定    （Bi-Po）頻度（バックグランド低減後） 
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0.13 mBq で安定 


